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親 に お け る 被 服 の 嗜 好. 選 択 行 動 の研 究( 第2 報 ）
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月 に 女 子 短 大生2    7   0 名 お よ び そ の 母 親 を 対 象 にし て 質:間 紙 調 査 法

主 な 調 査 項 目は 、 被 服 の 選 択 ・ 購 入 の実 熊 、被 服 の 嗜 好 性 、 通 学 服

た り の 被 服 費 割 合 。 等 で あ る 。

択 ・ 購 入 の 実 態 につ い て は 、 専 業 主 婦 で あ る 母 親と 学 生 の 間 に 差 が

有 す る 母 親と 学生 間 に は 共 通 性 が み ら れ る 。 両 者 に 差 の み ら れ る 項

被 服 購 入Iの 際 良 質 の 商 品 で あ る と 判 定 す る 方 法 で 、 母 親 は「 縫 製・

し 学 生 はr 値 段 か ら 考 え て 」 購 入 す る も の が多 い 傾 向11 あ る 。一通

い て は 、 母 親 の 職 業 の*- 無 に よ る 差 は みら れず 、 学 生 と の 間 に 考 え

母 親 は 娘 の 服 装 に 対し て かな り 好 意 的 で あ る が。 娘 は 必 ず し も'母 親

示 し て い な い 。 世 帯 あ たり で 被 服 費 割 合 の 最 も 大 き い の は 女 子 短 大

女 子 短 大 生 は 被 服 に かけ る 費 用は 他 の人 よ り も 多 い 方 だ と 思 わ ず。

い る よ う で あ る ゜費 用 が 他 の 人 よ り も 多 い と 思 っ て い る 者 の 多 く` は

流 行 に 関 心 が強 く 積 極的 に と り い れ た い と す る 傾In)  に あ る。

制服に関する一考察　一 衣生活に与える影響について一

奈良女大家政　○樋泉淑子　中川早苗

目的　学校の制服についての意識、イメージ、実態調査は数多く行われているが、春に

なると巷では制服是否論が持ち上がる。その中で、しばしば問題になるのは、制服着用が

その後の衣生活に対する創造性や計画性およびフ アヅション性句 欠如につながるのではな

いかということである。そこで今回は制服着用の有無か卒業後の衣生活に対する態度や行

動にどのような影響を与えているのかを知るために調査を行い検討した。
方法　S.61 年10月、女子大生234 名、短大生170 名を対象に質問紙調査法による調査を

行った。主な質問項目は、制服の有無、賛否、評価及び衣生活に対する態度である。集計

分析には、単純集計、クロス集計、因子分析、林の数量化２類の手法をもちいた。

結果　制服着用の有無については、小学校では31.8 ％、中学・高校では90％以上があっ

たと答えている。賛否については、高校での制服着用者の場合、個性表現の面では評価が

低いものの、制服があったほうが良いという者が79.5％あった。制服一般に対する態度で
も「 毎日の組み合わせに悩まずにすむ」などの賛成意見と「 手入れがしにくく不衛生」な

どの反対意見があったものの、全体としては制服着用に賛成の者が多かった（71.1 ％）。

このような制服に対する態度構造を明らかにするために因子分析を行った結果、「 制服へ

の反発」「 体制順応」「 集団への同調」「 実用面への評価」の四つの因子が抽出された。

林の数量化２類での分析の結果、制服着用への賛否をわける要因として「 拘束感」「 集団

の秩序の保持」「 学校への愛着の度合」「 服装の変化を求める度合」「 制服の有無」が大

きく寄与していることがわかった。


